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技術の特徴
・透過力 50～150µmの低エネルギー電子ビームで穀類・豆類などの表層を処理。
・穀類のテクスチャー、香辛料や茶葉のフレーバー、色調などの品質低下がほとんど無い。
・種子の発芽力を保持したまま殺菌が可能。
・小型化装置により連続処理、食品製造ラインへの導入が可能。
・化学薬剤の使用を低減化し、安全性や環境保全に配慮した新技術。

研究の内容

今後の展開
装置メーカーとの共同により、実用規模の連続処理装置がすでに開発されているので、興味を
持たれた企業は是非ご連絡ください。
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品質維持

品質劣化

＜原料大豆の殺菌と品質＞＜原料大豆の殺菌と品質＞

大豆の発芽状況

＜ソフトエレクトロンプロセッサー（実用機）の殺虫効果＞＜ソフトエレクトロンプロセッサー（実用機）の殺虫効果＞

処理世代 (-7 wks)
成虫の出現を観測

処理 : 0 adults
無処理: 203 adults
防除効果 : 100%
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5 cm

12.7 µm チタン箔

直流電源

搬送装置
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ノシメマダラメイガ

ノシメマダラメイガに
食害された米3kgを
連続処理した後、
出現する成虫を
経時的に計数
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